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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年5月8日(2014.5.8)

【公表番号】特表2012-528813(P2012-528813A)
【公表日】平成24年11月15日(2012.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2012-048
【出願番号】特願2012-513512(P2012-513512)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 323/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  49/227    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/121    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 323/22    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ  49/227   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/121   　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月24日(2014.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　糸球体腎炎、ループス腎炎、または糖尿病性腎症の治療のための、式（Ｉ）の化合物ま
たはその塩を含む組成物。
　Ｒ－Ｌ－ＣＯ－Ｘ（Ｉ）
　（式中、Ｒは、場合によってはＳ、Ｏ、Ｎ、ＳＯ、ＳＯ2から選ばれる１個以上のヘテ
ロ原子またはヘテロ原子の群によって割り込まれていてもよいＣ10-24不飽和炭化水素基
であり、当該炭化水素基は、少なくとも４個の非共役二重結合を含み；
　Ｌは、Ｒ基と前記カルボニルＣＯとの間に原子を１～５個有する橋状結合を形成する連
結基であり；
　Ｘは、電子求引基である。）
【請求項２】
　前記炭化水素基が、二重結合を５～７個有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　二重結合が前記カルボニル基と共役していない、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　二重結合がいずれもシス配置である、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記カルボニル基に最も近い二重結合を除く、すべての二重結合がシス配置である、請
求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　Ｒ基が炭素原子を１７～１９個含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　連結基Ｌが、－ＣＨ2－、－ＣＨ（Ｃ1-6アルキル）－、－Ｎ（Ｃ1-6アルキル）－、－
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ＮＨ－、－Ｓ－、－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＯ－、－ＳＯ－、または－ＳＯ2－を含
み、これらは、（化学的に意味のある）任意の順番で互いに組み合わされて連結基を形成
していてもよい、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｌが、少なくとも１つのＯ、Ｓ、Ｎ、またはＳＯを含む、請求項１～７のいずれかに記
載の組成物。
【請求項９】
　Ｌ基が、下記の環のひとつを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【化１１】

【請求項１０】
　Ｌが、－ＮＨ2ＣＨ2、－ＮＨ（Ｍｅ）ＣＨ2－、－ＳＣＨ2－、－ＳＯＣＨ2－、－ＣＯ
ＣＨ2－、－ＣＨ（Ｍｅ）、－ＣＨ（Ｍｅ）ＣＨ2－、－ＣＨ（Ｍｅ）－ＣＨ（Ｍｅ）－、
２，４－チオフェン、または２，５－チオフェンである、請求項１～９のいずれかに記載
の組成物。
【請求項１１】
　Ｘが、Ｏ－Ｃ1-6アルキル、ＣＮ、ＯＣＯ2－Ｃ1-6アルキル、フェニル、ＣＨａｌ3、Ｃ
Ｈａｌ2Ｈ、またはＣＨａｌＨ2であり、Ｈａｌが、ハロゲンを表す、請求項１～１０のい
ずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　ＸがＣＨａｌ3である、請求項１～１１のいずれかに記載の組成物。
【請求項１３】
　前記化合物が、下記式を有する、請求項１に記載の組成物。
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【化１２】

【請求項１４】
　前記化合物が、式（Ｉ’）
　Ｒ－Ｙ１－Ｙ２－ＣＯ－Ｘ
　（式中、ＲおよびＸは、上に定義のとおりであり；
　Ｙ１は、Ｏ、Ｓ、ＮＨ、Ｎ（Ｃ1-6－アルキル）、ＳＯ、またはＳＯ2から選ばれ、Ｙ２
は、（ＣＨ2）nまたはＣＨ（Ｃ1-6アルキル）であるか；あるいは、
　Ｙ１およびＹ２は、一緒になって５員または６員の単素または複素の、場合によって不
飽和または芳香性であってもよい、環を形成するか；あるいは、
　Ｙ１は、５員または６員の単素または複素の、場合によって不飽和または芳香性であっ
てもよい、環を形成し、Ｙ２は（ＣＨ2）nであり；
　ここでｎは、１～３である）
を有する、請求項１～１３のいずれかに記載の組成物。
【請求項１５】
　式（Ｉ’’）の化合物。
　Ｒ－Ｙ１－Ｙ２－ＣＯ－Ｘ　（Ｉ’’）
　（式中、ＲおよびＸは、請求項１に定義のとおりであり；
　Ｙ１およびＹ２は、一緒になって５員または６員の単素または複素の、場合によって不
飽和または芳香性であってもよい、環を形成するか；あるいは
　Ｙ１は、５員または６員の単素または複素の、場合によって不飽和または芳香性であっ
てもよい、環を形成し、Ｙ２は（ＣＨ2）nであり；
　ここでｎは、１～３である）
【請求項１６】
　式（ＩＩ）の化合物
　ＲＮ（Ｃ1-6アルキル）（ＣＨ2）nＣＯＸ　（ＩＩ）
　（式中Ｒ、ｎ、およびＸは、請求項１５で定義したとおりである）。
【請求項１７】
　式（ＩＩＩ）の化合物。
　Ｒ－Ｌ’－ＣＯ－Ｘ　（ＩＩＩ）
　（式中、ＲおよびＸは、請求項１に定義のとおりであり、Ｌ’は、Ｒ基と前記カルボニ
ルＣＯとの間に原子を１～５個有する橋状結合を形成する連結基を表し、当該Ｌ’連結基
は環構造を含む）
【請求項１８】
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　式（ＩＶ）または（Ｖ）を有する、請求項１７に記載の化合物。
【化１３】

（式中、ｎは、１～３である）
【請求項１９】
　式（ＶＩ）
　ＲＳ（Ｃ1-6アルキル）ＣＨ2－ＣＯＸ+Ｚ-

　（式中、ＲおよびＸは、上に定義のとおりであり、Ｚは、対イオンである）の化合物。
【請求項２０】
　少なくとも１種の薬学的に許容される賦形剤と組み合わせた、請求項１５～１９のいず
れか一項に記載の化合物を含む医薬組成物。
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